
ひまわり （千葉県産）

主な花材

ケイトウ （新潟県産）

紅葵 （大阪府産）

ヒペリカム （長野県産）

ディアボロ （茨城県産）

パニカム （兵庫県産）
名前の由来は、イネ科キビ属の植物で、ラテン語の「panus（キビの穂）」からパニカムとよばれ
るようになりました。

花言葉：率直

太陽が移動することによって花の向きが変わるため、「日廻り(ひまわり)」と呼ばれていまし
た。学名の「Helianthus」には「太陽の花」という意味があります。

花言葉：憧れ、あなただけを見つめる

名前の由来は、鶏のとさかのような形をした真っ赤な花を咲かせるところ
からといわれています。

花言葉：おしゃれ、気取り、風変わり

ローゼルとも呼ばれる紅葵は、淡く色づいた5枚の花びらを広げて咲きます。ハイビスカスの仲間
で、花言葉の由来は、きれいな花姿を見られる時間は短いものの、次々と咲いては新しい花を見
せてくれる特徴からと言われています。

花言葉：新しい恋、常に新しい美

名前の由来は、ギリシア語の「hyper（上に）」と「eikon（像）」を語源とし、悪魔よけの像の
上にこの花が置かれていたことからといわれています。

花言葉：愛の渇き、知性、星に願いを

葉が美しく、秋には紅色に紅葉します。ディアボロとはラテン語で「悪魔」の意味です。

花言葉：無駄なこと

テーマ 残暑


